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“画像病理診断学を志向すること”

恩師である馬場保昌先生（現 進興会クリニック）の教えです．
1995年夏，筆者は胃癌診断学を学ぶため久留米大学消化器内科から短期出向し，当

時は東京の大塚にあった癌研究会付属病院の馬場研究室にお世話になりました．

“画像病理診断学” とは，画像所見から病変の病理組織構築を推定するというもので
す．研修当時，若輩であった筆者はそんなことが可能なのかといささか頭が混乱しまし
た．しかし，馬場先生が撮影されるX線画像の美しさとその圧倒的な技術力，論理的で
研ぎ澄まされた読影能を目の当たりにする日々を過ごしました．また，毎週行われてい
た胃癌症例検討会では，症例スライドを供覧しながらX線画像上描出されている所見を
正確にとらえることから始まり，所見の性状がある程度読影できたら，次はそれが何を
表しているか？ 何故そのように思ったのか？ その理論的根拠は何か？ 実際の肉眼所見
はどうか？ その組織構築はどうであったか？ といった議論が１例1例熱心に行われて
いたのです．

日常臨床は疑問だらけです．そのようななか，論理的で正確な診断・治療を行うため
には常に何故か？ を考える必要があり，その答えを見出すためには鮮明に撮影された
画像所見と肉眼・組織所見の詳細な対比検討が必要であることを学びました．そして，
画像病理診断学はこのような対比に立脚した地道な臨床研究の結果からもたらされるも
のであること，X線や内視鏡などのモダリティを問わず消化管形態診断学の基本である
ことに気付いたのです．久留米大学に帰学した後は，ひたすら胃癌の画像病理診断学の
追求に没頭しました．消化器内科在籍中は，苦楽を共にした多くの同僚や後輩達に恵ま
れ，理解ある上司や同門の諸先輩方にご指導いただき感謝の意を表します．

本書は，画像病理診断学の面白さを伝えていく必要性を感じ，難しく考えがちなX線
読影をどのようにしたらわかりやすくなるのか，自分なりにあれこれ思考錯誤しながら
まとめた “虎の巻” です．これから胃癌診療に携わっていく若手諸君に，この本をきっ
かけにしてさらなる新しい診断学を構築していってほしいと思います．
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